
コロナ 5類移行 1年、マスク着用率は 2 割ほど…昨夏以降は横ばい「もともと日本人はマ

スク好きだった」 
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 福岡市の外郭団体・九州先端科学技術研究所は 2022年度から、市中心部の天神・中洲地

区に AI（人工知能）カメラを置き、人流を計測している。4か所のデータを分析したとこ

ろ、当初は 5～6割だったマスクの着用率は、昨年 3月の着用ルール緩和や 5類移行を受け

て低下した。ただ、昨夏以降は 2割ほどで横ばい状態にある。 

 大阪大の三浦麻子教授（社会心理学）は「コロナ禍を経て、好んでマスクを着けること

が『奇異な行動』という印象は減った。もともと日本人は対人不安など、健康管理以外の

理由で口元を隠す人がいる『マスク好き』だった。一定数の人が着用する傾向は当面続く

だろう」と話す。（中村直人） 

マスク個人判断になっても「着用率は高止まりの可能性」 専門家分析 

2023年 3月 14日朝日新聞 

新型コロナウイルス対策のマスク着用が「個人の判断」になった 13日、「政府の方針が変

わっても、マスクの着用率は高止まりする可能性がある」という分析結果を専門家らが公

表した。 

 公表したのは、東京大の仲田泰祐准教授（経済学）と一橋大の高久玲音准教授（医療経

済学）。昨年 8月～今月、20～79歳の男女に毎週 1千人ずつアンケートし、男女比と年齢

構成比が国勢調査と同じになるようにして分析した。 

 マスクの着用状況については、「人通りの少ない街中を歩いている」場面では 6割前後が

「常にしている」「おおむねしている」と答え、この半年間ほぼ変わらなかった。 

 一方、同じ場面で「外してもよい」と考える人は、1月第 2週の 57%から 3月第 1週には

67%にまで増えた。政府が 1月 20日、「コロナの 5類移行」を表明した影響とみられるとい

う。 



 これらの結果から、同じ場面で「外してもよいと考えているが、何らかの理由で着用し

ている」人は、1月第 2週の 33%から 3月第 1週には 45%に増えていたことがわかった。 

 また、着用するかどうかの判断材料は、3月第 1週時点で「居住地の感染状況」が 51%

で最も高く、次いで「周囲の人の着用状況」が 35%、「慣れ」も 25%あった。「政府の方針・

見解」「専門家の方針・見解」はいずれも 16%と低かった。 

 高久准教授は「外してもよいと考えながら着ける人には、『同調圧力』が働いている可能

性が高い。感染が落ち着き、『自分は周囲の目を気にして着けていたんだ』と自覚する人が

増えたのかもしれない」と分析する。 

 さらに今後、判断材料として「政府、専門家の見解・方針」より「周囲の状況」「慣れ」

を重視する傾向がつづけば、「政府の方針が変わってもマスク着用率には大きな影響がない

可能性がある」とみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


